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三
段
峡
開
発
の
初
期
、
熊
南

峰
と
斎
藤
露
翠
が
編
ん
だ
ス
ト

ー
リ
ー
に
は
、
地
元
民
の
尽
力

が
あ
っ
た
。
露
翠
に
は
横
川
の

住
民
が
協
力
し
、
南
峰
に
は
餅

ノ
木
の
桝
見
戸
市
・
府
市
父
子

の
存
在
が
大
き
い
。 

 

南
峰
は
一
九
一
七
年
十
月
八

日
、
初
め
て
三
段
滝
の
撮
影
に 

 

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
イ
ン
タ

ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
人
材
育
成

支
援
事
業
」
研
修
へ
は
、
全
国
か

ら
六
十
一
人
が
集
ま
り
、
さ
ん

け
ん
の
本
宮
炎
理
事
長
と
本
宮

宏
美
事
務
局
長
、
町
商
工
観
光

課
の
正
木
隆
主
査
が
「
チ
ー
ム

三
段
峡
」
と
し
て
参
加
し
た
。 

 

研
修
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

視
点
か
ら
、
地
域
の
自
然
資
源

を
活
用
し
た
人
材
の
育
成
が
目

的
。
研
修
の
中
で
は
三
段
峡
の

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
設
立
と
人

材
育
成
の
行
動
計
画
を
策
定
し

た
。
人
材
育
成
計
画
の
設
計
や 

             

成
功
し
た
。
道
な
き
道
を
案
内

し
、
筏
を
急
造
し
て
撮
影
地
点

ま
で
渡
し
た
の
が
、
二
十
歳
過

ぎ
の
府
市
だ
っ
た
。
岩
頭
に
立

つ
姿
を
写
真
に
留
め
て
い
る
。 

   

以
後
、
南
峰
は
桝
見
家
を
三

段
峡
研
究
の
拠
点
の
一
つ
と

し
、 

イ
ン
タ
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画

と
言
わ
れ
る
、
自
然
資
源
の
包
括

的
な
活
用
計
画
の
策
定
手
法
な

ど
も
学
ん
だ
。 

 

本
宮
事
務
局
長
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

行
政
の
担
当
者
が
一
緒
に
学
び
、

議
論
で
き
て
、
不
安
要
素
を
解
消

で
き
た
」
と
、
今
後
の
協
働
事
業

へ
自
信
を
深
め
た
。
正
木
主
査
は

「
現
在
の
課
題
が
明
確
に
な
っ

た
の
が
収
穫
だ
っ
た
。
今
回
学
ん

だ
内
容
を
地
域
へ
還
元
さ
せ
た

い
」
と
、
成
果
を
強
調
し
た
。 

   

事
業
実
施
団
体
の
日
本
環
境

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
一
月
三

十
一
日
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
地

域
に
選
定
さ
れ
な
か
っ
た
、
と
連

絡
が
あ
っ
た
。
広
島
地
域
に
は
、

広
島
修
道
大
学
の
西
村
仁
志
教

授
ら
経
験
豊
か
な
人
材
が
多
く
、

そ
の
人
た
ち
と
連
携
す
る
の
が

効
果
的
と
判
断
し
た
の
が
理
由
。 

    

し
、
戸
市
・
府
市
も
道
の
整
備
な

ど
に
多
大
な
労
力
を
投
じ
た
。 

一
九
年
、
芸
備
日
日
新
聞
社
に

よ
る
名
勝
の
人
気
投
票
が
あ
り
、

葉
書
千
二
百
枚
を
送
っ
た
と
府

市
は
記
録
し
て
い
る
。
宣
伝
活
動

が
軌
道
に
乗
り
は
じ
め
る
三
年

も
前
だ
っ
た
。
南
峰
の
情
熱
が
、

府
市
青
年
の
心
を
捉
え
て
い
た 

 

     

安
芸
太
田
町
餅
ノ
木
出
身
で
、

広
島
市
安
佐
北
区
在
住
の
舛
見

竒
麗
（
き
れ
い
）
さ
ん
を
一
月
二

十
四
日
と
三
十
一
日
の
二
回
、
さ

ん
け
ん
の
本
宮
炎
理
事
長
と
本 

 
 

 

                   

の
が
窺
え
る
。 

   

餅
ノ
木
は
八
幡
川
河
畔
の
集

落
。
江
戸
期
の
た
た
ら
跡
が
知
ら

れ
る
。
桝
見
家
は
「
三
段
峡
保
勝

会
」
の
古
い
看
板
を
掲
げ
る
。
戦

前
の
「
桝
屋
旅
館
」
か
ら
「
民
宿

ま
す
や
」
へ
と
名
を
変
え
な
が

ら
、 

 

    

宮
宏
美
事
務
局
長
、
松
尾
俊
孝

理
事
が
訪
問
し
、
三
段
峡
や
幼

少
時
の
思
い
出
を
聞
い
た
。 

 

舛
見
さ
ん
は
一
九
三
八
年
生

ま
れ
の
七
十
九
歳
。
十
八
歳
ま

で
餅
ノ
木
で
過
ご
し
た
。
熊
南

峰
を
三
段
滝
へ
案
内
し
た
桝
見

府
市
氏
の
六
男
で
、
南
峰
直
筆 

    

全
国
自
然
体
験
活
動
指
導
者

集
会
が
一
月
二
十
、
二
十
一
日

の
両
日
、
江
田
島
市
で
開
か
れ
、

さ
ん
け
ん
の
小
林
久
哉
理
事
が

参
加
し
た
。「
里
地
・
里
山
保
全

分
科
会
」
で
は
、
理
事
で
も
あ
る

芸
北
高
原
の
自
然
館
の
白
川
勝

信
氏
が
、
芸
北
地
域
の
「
せ
ど
や

ま
事
業
」
を
紹
介
し
た
。 

    

ら
、
足
を
休
め
る
探
勝
者
を
迎

え
た
。
今
、
住
む
人
は
い
な
い
。 

 
 

 

当
時
の
宿
帳
や
南
峰
の
手
紙

な
ど
を
府
市
の
六
男
、
竒
麗
（
き

れ
い
）
氏
が
受
け
継
ぐ
。
三
段
峡

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
天

下
之
奇
勝
」。
桝
見
家
の
三
段
峡

へ
の
思
い
が
偲
ば
れ
る
、
子
へ

の
命
名
で
あ
る
。（
松
尾
俊
孝
） 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

の
手
紙
や
戦
前
の
宿
帳
な
ど
、

数
々
の
資
料
を
保
存
し
て
い
る
。 

 
 

こ
れ
ま
で
公
に
な
っ
て
い
な
い

貴
重
な
資
料
も
あ
り
、
許
可
を
得

て
複
写
し
た
。
今
後
の
研
究
で
、 

開
発
初
期
の
歴
史
が
よ
り
明
ら

か
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。 

◆ 
 
 
 
◆

 

注
＝
戸
籍
上
の
漢
字
は
「
舛
見
」
だ

が
、
竒
麗
さ
ん
に
よ
る
と
父
の
府
市
氏

は
「
桝
」
の
字
を
好
ん
で
使
っ
て
い
た

の
で
、
こ
れ
ま
で
通
り
「
桝
見
」
で
よ

い
と
さ
れ
た
。 

    

集
会
で
は
、
全
国
の
自
然
体
験

活
動
の
変
遷
や
事
例
が
紹
介
さ

れ
、
里
地
・
里
山
保
全
の
ほ
か
、

エ
コ
ツ
ア
ー
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、

森
の
よ
う
ち
え
ん
、
災
害
教
育
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
各

分
科
会
で
議
論
を
進
め
た
。 
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 一口メモ 

探
勝
路
を
塞
ぐ
。 

正
面
入
り
口
の
狼
石
に
は

何
本
も
の
ツ
ラ
ラ
が
垂
れ

て
、
牙
を
む
く
狼
の
よ
う
だ
。 

 

冬
の
三
段
峡
は
、
ひ
と
度
雪

が
積
も
る
と
人
を
寄
せ
つ
け

な
い
。
急
斜
面
の
雪
が
崩
れ
て 

 

岩
の
苔
は
緑
色
の
ま
ま
、
氷
の

中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
。

凍
て
つ
き
、
眠
っ
た
よ
う
な
渓

谷
で
、
命
は
春
を
待
つ
。 

田舎と都市との「ハブ」   
波田和弘さん 

 

2001 年、筒賀の「ありんこ農

園」を借り、広島市から通いな

がら、地元のじいちゃん達と野

菜づくりに励む。陶芸にもチャ 

レンジし、行きつけのお好み焼き店へ顔を見せ

る。率直で、遠慮のないしゃべり口だが、壁を

作らない人柄は、誰でも友達にしてしまう。安

芸太田で人生を楽しむ名人だ。 

 高校生のとき、部活動で三段峡の山を２泊３

日で踏破したのが、忘れられない思い出。広島

から多くの友達を連れて来て、出会いをつく

る。都市と田舎をつなぐハブの役目を果たし、

さんけんの監事として組織を支える。 （炎） 

 

 

▼
牙
を
む
く
狼 

 
 

 

南
峰
と
歩
く 

⑥ 

餅
ノ
木
（
も
ち
の
き
） 

■
保
勝
会
の
古
い
看
板 

■
投
票
葉
書
千
二
百
枚 

峡
谷
研
究
の
拠
点 

桝
見
父
子
が
支
援  

 

広島県立文書館 平成 29 年度第３回収蔵文書の紹介展 

開峡百周年 三段峡の歴史と自然 
江戸期の「松落葉集」や「芸藩通志」、熊南峰撮影の「安芸三段峡

三十三景」、絵葉書、斎藤露翠の教員名簿、名勝指定と西中国山地国

定公園指定の関連文書、観光パンフレットなどを展示している。 

■３月１７日（土）まで （日、祝、土曜午後は休館）。無料 

■県立文書館（県情報プラザ内） 広島市中区千田町 3・7・47 

話
を
聞
い
た
舛
見
竒
麗
さ
ん

（
左
）
。
元
気
で
理
容
院
を
営

ん
で
い
る 

熊
南
峰
の
手
紙
な
ど
保
存
・
・・・舛
見
竒
麗
さ
ん 

聞く会 

未
公
開
資
料
を
複
写 

 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
な
ら
ず 

自然資源生かす人材育成学ぶ 

全国から集合した研修参加者 

「エコツーリズム・インタープリテーション人材育成支援事業」研修 

 12 月 15日から 3日間、栃木県で開かれた環

境省の人材育成支援事業の集合研修へ、さんけ

んと安芸太田町がチームを組んで参加した。22

時間の講義を受け、行動計画などを策定した。 

全
国
自
然
体
験
活
動 

指

導

者

集

会 

多
様
な
課
題
を
議
論 


